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令和６年４月１日発行　No.108

令和 6年 2月29日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,440 20,475
大和町 27,944 12,427
大郷町 7,568 2,937
大衡村 5,473 2,046
計 93,425 37,885

令和 6年 2月29日現在

「みんなで
火の用心につとめます！！」

　１年間火の用心につとめてくれた黒川管内の
幼年消防クラブのみなさんに消防から感謝状を
贈呈しました。

（とみや杜の橋こども園のみなさん）
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歳入説明
分担金及び負担金 組合を構成する市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、消防法に規定
する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 循環型社会形成推進交付金や緊急消防援助隊の活動体制を確保するた
めの補助金等

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金
財 産 収 入 財政調整基金の預金利子等
繰 入 金 財政調整基金からの繰入金
繰 越 金 前年度の会計で収入から支出を差引いた本年度会計への繰越金
組 合 債 公共施設整備等のための借入金
諸 収 入 上記以外の収入

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一 般 会 計 724,677 924,849 391,591 354,806 2,395,923

一
般
会
計
内
訳

総 務 費・ 議 会 費 56,832 38,618 23,284 21,760 140,494
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 30,938 435,903 178,056 166,646 811,543
消 防 費 636,887 450,308 190,231 166,380 1,443,806

介護認定審査会特別会計 5,645 4,290 2,475 1,827 14,237
障害支援区分認定審査会特別会計 388 446 150 156 1,140
病 院 事 業 会 計 46,169 266,357 66,589 64,813 443,928

合　　　計 776,879 1,195,942 460,805 421,602 2,855,228

●富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生費のうちのごみ処理費に係る経費の負担はありません。
●訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

歳入・歳出の総額をそれぞれ32億4,564万円とし、前年度と比較しますと６億8,450 万３千円の増額（26.7％）となります。主な事業については、左記のとおりです。
なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の73.8％、内訳は下段のとお りとなっております。

分担金及び負担金
2,395,923
（73.8％）

国庫支出金
26,531（0.8％）

繰越金
1,080（0.1％未満）

使用料及び手数料
14,723（0.5％）

〔単位：千円〕

歳入総額
3,245,640

繰入金
56,279（1.7％）

諸収入
24,306（0.8％）

財産収入 33
（0.1％未満）

県支出金 65
（0.1％未満）

組合債
726,700
（22.4％）
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歳入・歳出の総額をそれぞれ32億4,564万円とし、前年度と比較しますと６億8,450 万３千円の増額（26.7％）となります。主な事業については、左記のとおりです。
なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の73.8％、内訳は下段のとお りとなっております。

歳出説明
議 会 費 議会の開催に要する経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広報
誌の発行、監査等に要する経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要する経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、一般廃
棄物最終処分場、各施設の運営に要する経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務に要する経費

公 債 費 地方債の元利償還に要する経費

一般会計における主な事業
事　業　名

総 務 費

総 務 費 ・�ホームページリニューアル業務
委託

衛 生 費

火 葬 場 費 ・火葬等業務委託
・火葬炉設備修繕工事

し 尿 処 理 費

・し尿処理施設管理業務委託
・し尿処理施設整備工事
・�施設整備基本計画策定業務及び
PFI等導入可能性調査業務委託

・生活環境影響調査業務委託
・地質・地歴調査業務委託

ご み 処 理 費

・ごみ焼却施設運転管理業務委託
・�ペットボトル減容施設運転管理
業務

・�ごみ焼却施設主要設備点検整
備・清掃業務委託

・�粗大ごみ処理施設火災被害復旧
工事

・各施設整備工事
・フォークリフト更新

最終処分場費

・最終処分場維持業務委託
・�砂ろ過・活性炭入替及び処理槽
清掃工事

・浸出水処理施設整備工事
・大型ホイールローダ更新

消 防 費

消 防 施 設 費

・�消防本部・黒川消防署新消防庁
舎建設工事・工事監理業務委託

・消防ポンプ自動車更新
・指揮車更新
・�消防指令システム・消防救急デ
ジタル無線保守点検業務委託

　組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）における、環境衛生、消
防、病院、介護認定審査会及び障害支援区
分認定審査会などの事務事業を共同で行い、
効率よく、公平なサービスを提供するため
に設置されたものです。
　組合の財源のほとんどは構成市町村から
の負担金となっており、その内訳は右のと
おりです。

市町村負担金内訳（各種会計合計）

一般会計

〔単位：千円〕

歳出総額
3,245,640

衛生費
866,857
（26.7%）

公債費 191,783（5.9%）

消防費
2,039,190
（62.8%）

予備費 100
（0.1%未満）

議会費 2,640（0.1%）
総務費 144,990

（4.5%）
民生費 80

（0.1%未満）

460,805千円460,805千円

776,879千円776,879千円

421,602千円

1,195,942千円

3 広域くろかわ 令和６年４月号



　歳入・歳出の総額はそれぞれを1,425万３千円
となっております。審査会委員40名による８合議
体で審査判定を行います。

介護認定審査会特別会計
　� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

負担金及び分担金 14,237
介護認定
審査会費 14,253繰　越　金 1

諸　収　入 15
合　　計 14,253 合　　計 14,253

　歳入・歳出の総額はそれぞれを114万２千円と
なっております。審査会委員10名による２合議体
で審査判定を行います。

障害支援区分認定審査会特別会計
� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

負担金及び分担金 1,140 障害支援
区分認定
審査会費

1,142繰　越　金 1
諸　収　入 1
合　　計 1,142 合　　計 1,142

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

事業外収益 1 預金利息
事 業 費 用 1 保険給付交付金
経 常 利 益 0

　くろかわ訪問看護ステーションは、指定管理者である
公益社団法人地域医療振興協会へ管理運営を委託してい
ます。
　今年度も在宅療養者がより快適な療養生活を送れるよ
う、利用者のニーズに応えた看護サービスに努めてまい
ります。

訪問看護ステーション事業会計

　公立黒川病院は、指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会へ
管理運営を委託しています。指定管理者においては医療を取り巻く厳し
い環境の中で病院経営に鋭意努力しており、安定的に推移しています。
　構成市町村からの負担金は、総額4億4,392万８千円で、企業債償還、
指定管理者への運営交付金及び医療機器等の整備事業に充てられます。

病院事業会計

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

収益的収入

医 業 収 益 10,000 組合を構成する市町村からの負担金
医 業 外 収 益 171,716 組合を構成する市町村からの負担金、預金利息等による収入
特 別 利 益 1

（159,461） 収益的収入のうち、市町村からの負担金

収益的支出
医 業 費 用 305,139 指定管理者への交付金、職員の給与、減価償却等に要する費用
医 業 外 費 用 17,799 企業債や一時借入金の利子等に要する費用
特 別 損 失 1

経　常　利　益 △ 141,222

資本的収入
関係市町村出資金 284,467 企業債償還等に係る組合を構成する市町村からの出資金
企 業 債 38,800 医療機器整備事業に係る借入金
長期貸付金回収金 26,500 指定管理者への長期貸付に係る回収金

資本的支出

企 業 債 償 還 金 303,498 企業債元金償還
建 設 改 良 費 38,840 医療機器整備事業
リース資産購入費 1,000
他会計借入金償還金 6,429 一般会計からの長期借入に係る償還金
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議 会 報 告
❖ 令和５年第６回定例会（令和５年12月22日） ❖
議案第21号 　�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
議案第22号 　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議案第23号 　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
議案第24号 　黒川地域行政事務組合火災予防条例の一部を改正する条例
議案第25号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第４号）
議案第26号 　令和５年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）

【全ての議案が可決されました】
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❖ 令和６年第１回定例会（令和６年２月15日） ❖
議案第１号 　�黒川地域行政事務組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例
議案第２号 　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
議案第３号 　公立黒川病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
議案第４号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第５号）
議案第５号 　令和５年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計補正予算（第２号）
議案第６号 　令和５年度黒川地域行政事務組合病院事業会計補正予算（第１号）
議案第７号 　令和６年度黒川地域行政事務組合一般会計予算
議案第８号 　令和６年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計予算
議案第９号 　令和６年度黒川地域行政事務組合障害支援区分認定審査会特別会計予算
議案第10号 　令和６年度黒川地域行政事務組合病院事業会計予算
議案第11号 　令和６年度黒川地域行政事務組合訪問看護ステーション事業会計予算
議案第12号 　�令和６・７年度黒川地域行政事務組合消防本部・黒川消防署新庁舎建設工事請負

契約について

【全ての議案が可決されました】

資
源
ご
み
の
売
払
い
の
現
状
に
つ
い
て

　
千　
坂　
裕　
春 

議
員
（
大
和
町
）

質
問
者一
般
質
問

�　

�　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
定
着
さ
れ
、
資
源
ご
み
も
増
加

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
中
、
回
収
さ
れ
た
資

源
ご
み
の
売
払
い
の
現
状
を
伺
う
。
他
の
行
政
に
お
い

て
は
、
一
部
企
業
が
買
い
取
り
を
独
占
さ
れ
た
り
、
無

償
で
提
供
さ
れ
た
り
等
の
諸
問
題
を
聞
い
て
い
る
が
当

行
政
事
務
組
合
の
現
状
を
伺
う
。

 �　

�　

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
資
源

を
最
大
限
に
利
用
す
る
と
い
う
国
の
方
針
で
あ
る
循
環

型
社
会
推
進
の
考
え
方
を
基
に
、
当
組
合
に
お
い
て
も

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

�　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係

町
村
の
住
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
ご

み
の
分
別
が
適
正
に
行
わ
れ
、
自
治
体
の
収
益
源
で
あ

り
、
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
委
託
す
る
事
業
者
決
定
に
関
し
て
も
公
平
性

と
競
争
性
を
確
保

し
、
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

�　

当
組
合
の
資
源

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
、
循

環
型
社
会
形
成
推

進
の
た
め
、
適
切

に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
願
い
ま
す
。

問答

て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
見
や
す
く
表
示

す
る
こ
と
）に
対
応
す
る
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
執
行
部
の
認

識
に
つ
い
て
伺
う
。（
公
立
黒
川
病

院
や
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
、
大

和
町
役
場
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
参

考
に
な
る
と
思
う
。）

 �　

�　

当
組
合
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
役
割
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
に

対
す
る
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

有
効
な
手
段
、
か
つ
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
作
成
を
業
者
に
委
託
し
、

令
和
６
年
度
中
の
公
開
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
作
業
を
進
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
住

民
へ
の
情
報
発
信
を
、
よ
り
良
い
も

の
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

答
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新
病
院
の
誘
致
に
伴
う

公
立
黒
川
病
院
へ
の

影
響
に
つ
い
て

　
鎌　
田　
暁　
史 

議
員

（
大
郷
町
）

質
問
者

�　

�　

県
の
４
病
院
再
編
構
想
で
は
東
北

労
災
病
院
と
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
を
合
築
し
て
富
谷
市
へ
の
移
転

を
計
画
し
て
お
り
、
富
谷
市
は
合
築

し
た
新
病
院
の
誘
致
実
現
に
向
け
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
以
下
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

　

①�

新
病
院
と
公
立
黒
川
病
院
の
機
能

分
担
や
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
か
、
執
行
部
の

考
え
を
伺
う
。

　

②�

新
病
院
の
誘
致
に
伴
い
、
公
立
黒

川
病
院
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

公
立
黒
川
病
院
へ
の
財
政
支
出
の

減
額
や
、
診
療
科
の
数
、
医
師
数
、

ベッ
ド
数
な
ど
が
減
り
、
現
在
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
最
低
で
も
、

現
状
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

執
行
部
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　

③�

黒
川
地
域
に
お
い
て
は
、
現
存
す

る
公
立
黒
川
病
院
の
救
急
医
療
体

制
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
執
行
部
の
認
識
に
つ
い

て
伺
う
。

 �　

�　

機
能
分
担
や
連
携
に
つ
い
て
は
、

各
基
幹
病
院
と
の
連
携
を
図
り
、
受

問答

診
者
を
必
要
に
応
じ
て
、
よ
り
高
度

な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
へ
紹
介
す

る
こ
と
や
、
そ
の
後
の
転
院
先
と
の

連
携
を
図
る
な
ど
利
用
す
る
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
大
規
模
病
院

と
競
争
す
る
の
で
は
無
く
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
連

携
・
協
力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�　
２
点
目
に
つい
て
は
、
質
問
の
趣
旨

か
ら
地
域
医
療
振
興
協
会
へ
の
運
営

交
付
金
と
解
釈
し
ま
し
た
。
運
営
交

付
金
に
つい
て
は
当
組
合
と
地
域
医
療

振
興
協
会
で
交
わ
し
ま
し
た
、
運
営

交
付
金
要
綱
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
協
定
期
間
で
あ
る
令
和
17
年

度
ま
で
は
外
部
状
況
の
変
化
に
よ
る

交
付
金
の
減
少
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　

３
点
目
の
救
急
医
療
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
は
、
救
急
告
示
病
院
と
し

て
引
き
続
き
救
急
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
東
北
労

災
病
院
の
移
転
が
実
現
し
た
場
合
に

は
、
連
携
を
密
に
と
り
、
地
域
全
体

の
救
急
医
療
体
制
の
強
化
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
の
説
明
会
を
実
施

　
１
月
19
日
、
大
和
町
役
場
で

開
催
さ
れ
た
み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン

に
お
い
て
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
練
習
し
よ
う
！
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
」
と
題
し
、
聴
覚
や
言

語
に
障
が
い
が
あ
る
方
で
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
容
易

に
１
１
９
通
報
を
行
え
る
本
シ

ス
テ
ム
の
概
要
や
使
い
方
を
説

明
し
ま
し
た
。
説
明
会
の
最
後

に
は
実
際
に
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
の
通
報
訓
練
を
行
い
、
参
加

者
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
へ
の
理
解

や
認
識
を
深
め
、
防
災
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
利

用
に
は
事
前
に
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
随
時
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
当
消
防
本
部
指
令
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
と
は
、
宮

城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
が
企
画
・
運
営
す
る
聴

覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、

ご
家
族
、
関
係
者
を
対
象
と

し
た
、
巡
回
相
談
会
や
福
祉

制
度
に
関
す
る
情
報
説
明
会

等
の
名
称

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
指
令
課

Ｔ 

Ｅ 

Ｌ  

３
４
５

−

４
１
６
１

Ｆ 

Ａ 

Ｘ  

３
４
５

−

４
１
７
８

Ｅ
メ
ー
ル  119fd-sirei@kurogyou.jp
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高
所
救
助
訓
練

　

２
月
13
・
14
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
富
谷
市
に
あ
る
ユ
ア

テ
ッ
ク
人
財
育
成
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
借
用
し
、
送
電
線
の
鉄

塔
を
使
っ
た
高
所
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
送
電
線
作
業

員
が
鉄
塔
上
で
の
作
業
中
に
急

病
、
感
電
等
の
事
故
が
発
生
し

た
際
に
、
安
全
で
確
実
な
救
助

活
動
を
行
う
た
め
の
知
識
習
得

と
救
助
技
術
向
上
を
目
的
と
し
、

　
山
火
事
（
林
野
火
災
）
は
、
例

年
春
（
３
月
～
５
月
）
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
要
因
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
に

頻
繁
に
火
入
れ
（
野
焼
き
）
が
行

わ
れ
る
こ
と
、
山
菜
採
り
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
で
入
山
者
が
増
加
す

る
こ
と
に
よ
る
火
の
不
始
末
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
た
き
火
」、「
火
入
れ
」、

「
た
ば
こ
」
等
に
よ
る
人
為
的

な
要
因
か
ら
の
火
災
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

 　
山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と

●�
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
、

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は

完
全
に
消
火
す
る
こ
と

専
門
家
に
よ
る
講
習
と
高
さ
約

35
メ
ー
ト
ル
の
訓
練
用
の
鉄
塔

を
使
用
し
た
実
技
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
東
北
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
㈱
の
講
師
よ
り
、
事

故
が
発
生
し
た
際
の
救
助
活
動

時
に
お
け
る
注
意
点
や
、
送
電

事
故
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
学

び
ま
し
た
。

　

実
技
訓
練
で
は
、
鉄
塔
か
ら

碍が
い

子し

（
電
線
と
そ
の
支
持
物
と

の
あ
い
だ
を
絶
縁
す
る
た
め
に

用
い
る
器
具
）
を
経
由
し
て
の

移
動
要
領
、
鉄
塔
へ
の
昇
降
訓

練
を
経
て
、
最
後
に
実
災
害
を

想
定
し
た
高
所
救
出
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

近
年
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複

雑
化
し
て
い
る
災
害
に
備
え
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応

じ
た
訓
練
を
実
施
し
、
救
助
技

術
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

●�

火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
市

町
村
長
の
許
可
を
受
け
、
あ
ら

か
じ
め
必
要
な
防
火
対
策
を
講

じ
る
こ
と

●�

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

こ
と

●�

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、

さ
せ
な
い
こ
と

山
火
事
予
防
運
動
実
施
中
！

（
３
月
１
日
～
５
月
31
日
）

「
忘
れ
な
い

山
の
恵
み
と 

火
の
始
末
」

令
和
６
年　
山
火
事
予
防
の
標
語
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（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和 5年12月 不検出 67 67
令和 6年 1月 不検出 34 34
令和 6年 2月 不検出 34 34

基準値：8,000Bq/kg
　組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在ま
で、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果は、
環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるものは検
出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

　

昨
年
４
月
に
採
用
さ
れ

た
５
名
の
職
員
が
令
和
６

年
３
月
19
日
を
も
っ
て
宮

城
県
消
防
学
校
初
任
総
合

教
育
の
全
課
程
（
初
任

科
・
救
助
科
・
救
急
科
）

を
修
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

配
属
先
で
地
域
の
皆
さ
ま

の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
、
日
々
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
初
め
て

現
場
配
属
さ
れ
る
職
員
と

そ
れ
ぞ
れ
の
意
気
込
み
を

紹
介
し
ま
す
。

【
職
員
紹
介
】

〇
及お
い
川か

わ　
温は

る
大と 

消
防
士

　

「�

地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
・
安
全
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
精

一
杯
精
進
し
ま
す
。」

〇
遠え

ん
藤ど

う　
優ゆ

う
人と 

消
防
士

　

「�

一
つ
一
つ
の
消
防
業

務
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
消
防
吏
員

を
目
指
し
ま
す
。」

〇
三さ
ん
野の

宮み
や 

大ひ
ろ
翔と 

消
防
士

　

「��

優
し
さ
溢
れ
る
消
防

吏
員
を
目
指
し
、
地

域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
日
々
精
進

し
ま
す
。」

〇
鈴す

ず
木き　
杏き

ょ
う
た太 

消
防
士

　

「��

冷
静
に
周
り
を
見
て

行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
消
防
吏
員
を
目

指
し
ま
す
。」

〇
小お

島じ
ま　
昂こ

う
大た　
消
防
士

　

「��

地
域
の
方
に
頼
り
に

さ
れ
る
よ
う
な
消
防

吏
員
を
目
指
し
ま

す
。」

　

当
消
防
で
は
例
年
７

月
ご
ろ
に
職
員
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
広
域

く
ろ
か
わ
７
月
号
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

初
任
総
合
教
育
修
了

令
和
５
年
度
採
用
職
員

消防学校入校時

初任科修了時（令和５年９月）
左から　及川消防士、遠藤消防士、三野宮消防士、鈴木消防士、小島消防士
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公
立
黒
川
病
院

内科医師
筒井　美穂

　

２
０
２
４
年
も
早
４
か
月
が
た
ち
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

自
然
災
害
、
戦
争
の
話
題
な
ど
心

痛
む
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
は
１
日
に
ど
れ
く
ら
い
笑
っ

て
い
ま
す
か
？
笑
っ
て
「
楽
し
い
」

と
感
じ
る
こ
と
で
、
不
安
や
緊
張
が

和
ら
ぎ
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
健
康
の
面
で
は
、

「
笑
い
」
が
血
糖
値
上
昇
の
抑
制
に

も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
人
で
、
笑
い

の
頻
度
が
「
月
に
１
～
３
回
か
、
ほ

と
ん
ど
笑
わ
な
い
」
と
い
う
人
で
は

　

令
和
３
年
４
月
１
日
に
公
立
黒
川

病
院
敷
地
内
に
「
大
和
町
病
後
児
保

育
室
」
を
開
室
し
、
４
月
で
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
暖
か
い
保
育
室
で
、
利

用
さ
れ
た
方
の
多
く
は
何
度
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
病
後
児
保
育
室
はど

ん
な
と
こ
ろ
？
】

　

病
気
の
回
復
期
で
ま
だ
保
育
園
や

小
学
校
に
行
く
こ
と
が
心
配
な
場
合

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

解
熱
後
す
ぐ
に
集
団
に
入
る
と
免

疫
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
ま
た
違

う
病
気
を
も
ら
う
こ
と
も
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。

　

特
に
入
園
後
１
年
間
は
い
ろ
い
ろ

な
病
気
に
か
か
る
お
子
さ
ん
が
多
く
、

血
糖
値
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
の
改
善
度

が
低
く
、「
月
に
１
～
５
回
」「
ほ
ぼ

毎
日
」
笑
う
と
い
う
人
で
改
善
度
が

高
い
こ
と
が
判
明
し
、
同
様
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
心
理
要
因
が
多
い
人
で
は
、

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
低
下
す
る
傾
向
も
み

ら
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
理
要
因
が
多
い
こ

と
が
、
交
感
神
経
の
活
動
を
亢
進
す

る
の
を
抑
え
、
さ
ら
に
脂
肪
細
胞
が

分
泌
す
る
「
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン

（
動
脈
硬
化
を
抑
え
、
血
糖
を
下
げ

る
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す
る
感
受
性
を

高
め
る
な
ど
の
作
用
が
あ
る
）」
の

発
現
の
上
昇
も
促
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ワ
イ
ズ
マ
ン

の
「
人
間
は
幸
福
だ
か
ら
笑
う
の
で

は
な
く
、
笑
顔
を
作
る
か
ら
幸
福
に

な
る
の
だ
」
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
、

笑
顔
が
苦
手
な

方
も
ま
ず
は
口

角
を
上
げ
る
こ

と
を
意
識
し
て
、

健
康
長
寿
を
目

指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
仕
事
が
休
め
な
い
ど
う
し
よ
う
」

と
一
番
悩
ま
れ
る
時
期
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
時
に
病
後
児
保
育
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
に
無
理
を

さ
せ
ず
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
の
方
に
も
安
心
し
て

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
お
手
伝
い
す
る
施
設
で
す
。

～
利
用
の
ご
案
内
～

☆
対
象
児
童

　

満
１
歳
～
小
学
３
年
生

　

�　

大
和
町
・
富
谷
市
・
大
郷
町
・

大
衡
村
に
在
住
ま
た
は
、
大
和
町

内
の
事
業
所
に
保
護
者
が
お
勤
め

の
方

☆
利
用
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

☆
利
用
料
金

　

１
日
２
千
円

問
い
合
わ
せ
先

大
和
町
病
後
児
保
育
室

☎
３
４
４

−

７
５
０
５

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
笑
う
門
に
は福

来
る
」

「
大
和
町
病
後
児
保
育
室
」に
登
録
や
見
学
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

保
育
士　

堀
籠　
智
美
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材
料（
２
人
分
）

春
キ
ャベツ�

２
０
０
ｇ

し
ょ
う
ゆ�

小
さ
じ
２

だ
し　

�

小
さ
じ
１

み
り
ん　

�

小
さ
じ
１

砂
糖　

�

小
さ
じ
１

白
す
り
ご
ま

大
さ
じ
１

ご
ま
油　

�

小
さ
じ
２

　

キ
ャ
ベ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

原
産
で
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
の
時
代
か
ら
食
べ
ら

れ
て
い
た
最
古
の
野
菜
の
ひ

と
つ
で
す
。
１
年
中
出
回
っ

て
い
ま
す
が
、
葉
が
し
っ
か

り
巻
か
れ
て
重
み
の
あ
る
寒

玉
と
呼
ば
れ
る
冬
キ
ャ
ベ
ツ

と
、
葉
の
巻
き
が
ゆ
る
く
、

葉
質
の
柔
ら
か
い
春
系
と
呼

ば
れ
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
が
あ
り

ま
す
。
冬
キ
ャ
ベ
ツ
は
甘
み

が
あ
り
煮
込
み
料
理
に
向
き

ま
す
が
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
み
ず

み
ず
し
く
生
食
向
き
で
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
に
は
胃
の
粘
膜

を
保
護
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
と

呼
ば
れ
る
成
分
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
キ
ャ
ベ
ツ

か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
、

キ
ャ
ベ
ジ
ン
と
も
呼
ば
れ
る

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
様
物
質
で

す
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ア

ミ
ノ
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊

富
で
葉
の
緑
の
部
分
に
は
カ

ロ
テ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

作
り
方

①�

キ
ャ
ベ
ツ
は
5
㎜
幅
に
切

り
茹
で
ま
す
。

②�

キ
ャ
ベ
ツ
を
絞
っ
て
水
気

を
し
っ
か
り
取
り
ま
す
。

③�

混
ぜ
合
わ
せ
て
お
い
た
調

味
料
に
か
ら
め
て
出
来
上

が
り
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

ご
ま
和
え
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

理学療法士　五十嵐　望美

「すきま時間で運動を始めてみませんか？」
　健康のために運動が大事と分かっていても、習慣的に続けるのは案外難しいものです。そこで
お勧めしたいのが、すきま時間に出来る「ながら運動」です。日々の生活のついでに取り入れる
だけなので、無理なく続けることができます。
　今回はその一例として、歯磨きや家事をし「ながら」行うと丁度いい運動をご紹介しますので、
ぜひチャレンジしてみて下さい。楽にできる回数（10回程度）から始めて、慣れてきたら段階
的に回数を増やして少し疲れる程度の回数を目指してみましょう。立っているのが不安定な方や
日頃あまり運動をしていない方は、安定したものに掴まっても大丈夫です。痛みが強く出るとき
は無理をせず中止して下さい。

　また、普段は座って行う家事（アイロンがけや洗濯物たたみなど）を立って行うだけでも効果
が見込めます。TV鑑賞やパソコン作業を立ち「ながら」やってみる、足踏みし「ながら」やっ
てみるなど、身近なところから体を動かす機会を見つけてみましょう。

足を肩幅に開き、ゆっ
くりとかかとを上げて
おろします。掴まりな
がらでもできます。

足を肩幅に開き、背筋を伸
ばしたまま4秒かけてしゃ
がみ、4秒かけて伸ばしま
す。不安定な方は掴まるか
しゃがみを浅くしましょう。

　

令
和
6
年
1
月
1
日
の
能

登
半
島
地
震
発
生
に
伴
い
、

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協

会
及
び
公
益
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
の
要
請
を
受

け
、
公
立
黒
川
病
院
よ
り
看

護
師
を
派
遣
し
、
石
川
県
内

の
避
難
所
や
病
院
に
お
い
て

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
被
災
地

支
援
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 被

災
地
へ

看
護
師
派
遣被災地支援に集まった看護師の皆さん
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　４月に入り、勤め先や住まいが変わり、引越しごみが発生するご家庭も多い
かと思います。そこで、引越しで出た粗大ごみや、ごみステーションに出せな
い大量のごみの捨て方をご案内します。

一番長い部分の長さがおおむね30cmを超えるもの
例）自転車、ソファ、電子レンジ、布団、テーブル　等

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

引越し時のごみの処理に
困っていませんか？

 粗大ごみや、大量のごみを処分するには・・・
２つの方法があります！（富谷市は除く）

粗大ごみ
とは

　各町村の許可業者（ごみの処理を許可
されている業者）へごみの処理を依頼で
きます。
　料金は許可業者により異なりますので、
直接お問い合わせください。問い合わせ
先は、各町村発行の「収集計画表」をご
確認ください。

　テレビ・冷蔵庫及び冷凍庫・洗濯機及
び衣類乾燥機・エアコンの家電４品目は、
家電リサイクル法により受入していません。
　家電量販店や許可業者にご相談いただ
くか、郵便局でリサイクル料金を支払っ
た上で、「指定引取場所」へ持ち込んで
ください。

①環境管理センターに
自己搬入する

②許可業者へ処理をお願いする

家電４品目は環境管理センターでは
受入できません！

　環境管理センターへ直接搬入すること
ができます。

　受付時間：午前８：30～12：00
　　　　　　午後13：00～16：00
　休 業 日：土曜・日曜・年末年始
　　　　　　（12月31日～１月３日）

　  
ごみの種別 処分料金
粗大ごみ 1点につき400円

燃えるごみ・
燃えないごみ等

100㎏まで一律1,500円
以降10kgごとに

150円ずつ加算
古紙類 無料

※�お支払いは役場もしくは、納付書に記
載の金融機関で納付書払いとなります。

 
　予約は不要ですが、町村ごとに手続き
が異なりますので、各町村発行の収集計
画表をご確認ください。
　持ち込んでよいか分からないもの、処
理の仕方に困るものがあれば、お問い合
わせください。

イラスト出典：経済産業省
https://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/data/illust/index.html

注意
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